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８月２１日（水）、体育館において、一学期後半開始集会を
行いました。約１ヶ月ぶりに全生徒が登校しましたが、集会
の集合時間も守られ、教室での授業態度も落ち着いていて、
比較的良いスタートがきれたように思います。 

集会では、校長講話と生徒指導担当からの話の他に、女子
空手部の全国大会団体形優勝の報告も行いました。空手部主
将、仲本明香里さんの全国大会に向けての抱負を載せます。 

　全国大会に向けて、キャプテンでもあり、団体の中で１
番前で演舞するセンターという位置なので、本番で２人の
姿が見えなくても２人を信じて、自分らしく今までやって
きたことをすべて出し切れるようにしたいです。 
　また、「礼に始まり、礼に終わる」この競技で私はまだ 
できていない部分が多いので、しっかりできるようにしま
す。 
　空手を通して、諦めずに一歩一歩積み重ねることや努力
することの大切さを知ったので、これから迎える高校受験
に向けて、文武両道で頑張ります。そして、今日、この発
表する頃には、私たちは全国大会で必死に戦っていると思
います。皆さんに、良い結果が報告できるように頑張って
きます。

８月３０日（金）、３年生の学年行事として、本校の先輩で
高校３年生（比嘉健太さん、村岡ナツミさん、北代莉衣杏さ
ん）を学校に招いて、リモートで進路学習会を行いました。 

進学した本校出身の先輩の受検への取り組みや高校生活の
様子などの情報を収集し、今後の進路選択にに備えて、主体
的な進路決定の能力を養うことをねらいとしています。 

３年生の皆さん、今年
度から入試制度も新しく
変わって、受験生全員が
試験を受けることになり
ます。 

高校選択は、慌てず慎
重に、周到な研究や事前
調査を通して、納得して
行いましょう。 

８月２１日（水）に大阪府で行われた全国中学校空手道選
手権大会において、金城中学校女子空手部が団体形の部で見
事優勝の栄冠を勝ち取りました。 

昨年度も全国大会に出場しましたが、惜しくも２位に終わ
りましたが、今年度は１年間の厳しい練習にはげみ、見事、
念願が叶いました。 

女 子 空 手 部 は 、 那 覇 地
区大 会、沖縄県大会、九
州大 会、全国大会と四つ
の大 会を制覇しました。
　仲 本明香里さん、金城
朋花 さん、川田くくるさ
んおめでとうございます。
　夢 実現、感動をありが
とう。 

 

９月１１日（水）体育館において、令和６年度金中祭を開
催しました。今年度のテーマ「仲間と共に信じて進め　心を
一つに夢をえがけ」のもと、全校生徒が金中祭を盛り上げる
ため準備から当日まで一生懸命取り組みました。 

金中祭の前半は、吹奏楽部の演奏、国語・英語の発表、琉
球舞踊、剣道・空手道の演武など見応えがある演目が行われ、
落ち着いた雰囲気で鑑賞しました。 

後半は、歌、バンド演奏、ダンス、余興などが行われ、会
場は大いに盛り上がりました。改めて金城中学校の生徒達の
勢いのあるパワーを感じました。この行事の成果や取り組ん
だ経験をこれからの学校生活に一人一人が生かしていくこと
を期待しています。 

　 ９月２７日（金）、令和６年度金中走大会を実施しました。前日
まで天候が良くなかったのですが、金中生の日頃の行いの良さ
が天候に表れ、当日は晴れ渡り絶好の大会日和になりました。 
　 大会に向けて準備・練習・当日を通して、生徒達が主体的に取
り組み、実践した金中走大会だったと思いました。さすが金中生
だと改めて思った学校行事でした。学級全員リレーで走ってい
た、学級のためにという気持ちで、今後の学校生活の活動ができ
れば、良い学級、良い学年、良い学校になっていくと思います。
　 大会を通して、仲間と一致団結して取り組むことの大切さと楽
しさを学んだと思います。ぜひ、今後の活動に活かしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 


